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常総市の概要
• ⼈⼝ 59,955⼈（⽇本⼈52,761⼈ 外国⼈7,194）令和8年3⽉1⽇

• 世帯数 26,456世帯
• ⾯積 123.64㎢
• 歳⼊ 275億6,384万円
• 歳出 260億6,849万円（令和6年度）

• 飯⽥市 ⼈⼝ 93,376⼈（⽇本⼈90,931⼈ 外国⼈2,445）令和8年2⽉末

• 世帯数 40,399世帯
• ⾯積㎢ 658.8㎢
• 歳⼊ 559億5,444万円
• 歳出 550億6,900万円（令和6年度）



⻤怒川

⼩⾙川
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常総IC周辺の課題

①農業 耕作放棄地75％、⽶への偏重からの脱却や農業従事者の
⾼齢化・後継者不⾜に対する農地の⼤区画化、⾼⽣産性農業への
転換が必要

②産業 圏央道常総ICの供⽤開始を踏まえ、市街化区域に編⼊し
た開発適地の活⽤、⼯業・流通関連機能の強化が必要

③⼈⼝減少 現在、約6万⼈の⼈⼝が、2060年には3万9千⼈台ま
で減少することが予測され、⼈⼝減少対策が必要

④災害 関東・東北豪⾬により影響を受けた社会インフラの整備
や企業等の撤退への対応、⾵⽔害災害対策が必要



2015年（平成27年）9⽉に発⽣した関東・東北豪⾬（常総⽔害）
⻤怒川が氾濫し、市域の約3分の1 にあたる約40k ㎡が浸⽔
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課題解決に向けた視点
①農業

⽶への偏重からの脱却や農業従事者の⾼齢化・後継者不⾜に対す
る農地の⼤区画化、⾼⽣産性農業への転換が必要

➡農地集約による基盤拡充や個⼈稼業から組織的
な農業経営を図るために、農地の集約化を実施し、
⼤規模施設園芸やﾁｬﾚﾝｼﾞﾌｧｰﾑ等に参⼊しやすい農
業施策・環境づくりを⾏う。

（引⽤：常総市道の駅を中⼼とする常総IC周辺地域の官⺠連携まちづくりの調査報告書）



課題解決に向けた視点
②産業

圏央道常総ICの供⽤開始を踏まえ、市街化区域に編⼊した開発適
地の活⽤、⼯業・流通関連機能の強化が必要

→ 6次産業化の促進と区画整理事業による産業団
地を形成し、IC周辺の営農機能と流通機能を組み
合わせた製造・加⼯品⼯業等の新たな産業形成を
図る

課題解決に向けた視点
③人口減少

約6万⼈の⼈⼝が、2060年には3万9千⼈台まで減少することが予
測され、⼈⼝減少対策が必要

➡集客・賑わい拠点の創出、道の駅、都市公園の
新設等の市⺠同⼠と市外住⺠との交流拠点の創出
を⾏い、地域の魅⼒資源や物産品のPR・販売拠点
の創出



課題解決に向けた視点
④災害対策
関東・東北豪⾬により影響を受けた社会インフラの整備や企業等
の撤退への対応、⾵⽔害災害対策が必要

➡防災機能の整備 道の駅における防災機能の整
備、農地エリアと都市エリアの創出による新たな
雇⽤、企業誘致の促進

基本構想
「アグリサイエンスバレー構想」

常総IC周辺約45haに
農業生産エリア（農地エリア）、
産業団地エリア（都市エリア）を集結し、
生産、加工、流通、販売が一体となった地域農業の核と
なる産業団地を形成し、常総市の基幹産業である農業を
生かしたまちづくりを目指す

常総市と⼾⽥建設と地権者がPPP協定を結び課題解決へ



♦常総市と⼾⽥建設と地権者組織がPPP協定を結び 課題解決へ

出典：常総市役所

出典：常総市役所



アグリサイエンスバレー常総の事業の⽬的と全体像

常総インターチェンジ周辺に
⾼⽣産性の「農地エリア」と、
加⼯・流通・販売が連動する「都市エリア」
を集積することで、
⽣産（第1次産業）・加⼯（第2次産業）・流
通・販売（第3次産業）が⼀体となった地域
農業の核となる
産業団地（6次産業）を形成し、市の基幹産
業である農業を活性化するためのまちづくり
を⽬指す。

将来的には、本地域のみで終わるのではな
く、本市全体や県内外へ波及させていくこと
も⽬指す。

出典：常総市役所

アグリサイエンスバレー構想

⽣産 加⼯

流通販売

出典：観光いばらぎ いばらきガイド



地域全体として期待される効果
•農業⽣産性の向上

•地域農産物の新たな販路の開拓

•地域産業の創出

•多様性のある地域雇⽤の創出

•新規就農者の増加により定住⼈⼝の増加

•農業従事者所得の増⼤

•観光客の増加により市内の経済活性化

•企業誘致による税収アップ
（引⽤：常総市道の駅を中⼼とする常総IC周辺地域の官⺠連携まちづくりの調査報告書）

事業実施に向けての取り組み

♦農地エリア（市街化調整区域：14ha）での取り組み

♦道の駅常総の整備

・地権者及び地域住⺠との合意形成
・⼟地改良事業の事業計画の策定
・⼟地改良事業の実施（⼯事・換地）
・担い⼿の進出の⽀援
・農地中間管理事業の推進
・地域に波及する農業モデルの展開

・地域の⾷や農業の魅⼒の発信
・エリア内の交流⼈⼝及び集客の相乗効果の創出
・地域内の農商⼯業者の地域ビジネス創出⽀援
・地域周遊を通じた観光地域づくりの促進

・地権者及び地域住⺠との合意形成
・農林協議
・都市計画の決定
・⼟地区画整理事業の⼿続き
・公共施設の取得及び運営
・進出企業との防災連携の推進

♦都市エリア（市街化区域：31ha）での取り組み

官民連携事業（PPP事業）として、市・事業者の戸田建設株式
会社・地権者協議会の3者が協力して推進する。



防災拠点としての道の駅
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防災拠点としての道の駅
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防災拠点としての道の駅
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を集積することで、
⽣産（第1次産業）・加⼯（第2次産業）・流
通・販売（第3次産業）が⼀体となった地域
農業の核となる
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アグリストファーム株式会社

出典：アグリストファーム株式会社
https://agrist.com/wp-content/uploads/2025/07/会社案内資料_AGRIST.pdf.pdf

株式会社たねまき

出典：株式会社たねまき
https://www.tanemaki.co.jp/



Cafe GRANBERRY（カフェグランベリー）
グランベリー⼤地
⽇本最⼤規模の珍しいリフト式の観光いちご
園を整備。
広⼤な温室に19万本のいちごが実っています。

出典：有限会社⼤地 出典：https://granberry-joso.jp/

「TSUTAYA BOOKSTORE」
コンセプトは「Second House 自宅でできない楽しみを」

出典：ccc
https://www.ccc.co.jp/project/project-no23/

出典：常総市



♦お湯結び ：⽥園の中のプチリゾート

出典：お湯結び https://www.oyumusubi.com/

グッドマン常総
グッドマン常総2

先進的なダブルランプ5階建ての
マルチテナント型物流施設。

出典：常総市出典：⼾⽥建設



【開業後の成果】 農業と産業が融合する新たなまちづくり

・雇⽤：2,000名

・税収：3億円を⾒込む

・来場者数：開業3か⽉で78万⼈、オープンから5か⽉で100万⼈を突破

・表彰：第11回プラチナ⼤賞で総務⼤⾂賞受賞

・多様な賑わいによる持続的な交流と活躍機会の創出

ご清聴ありがとうございました



廃校Re活用プロジェクト

報告者 会派きぼう 片町元彦
2026/3/11

2026/3/11



2026/3/11

2026/3/11



2026/3/11

廃校活用事例
〇イチゴ農園、カフェ

〇和洋菓子店兼工場

〇キャンプ場

〇サッカー等スポーツ施設

〇グループホーム

福知山の廃校が関西万博のパビリオンとして生まれ変わりました

2026/3/11



総括

〇少子化を「新たな始まり」にするために

廃校は、卒業生や地域住民にとって「思い出の詰まった場所」であり、
失われることは大きな喪失感を伴う。しかし、福知山市の事例が示す
のは、「学校という役割が終わっても、地域の核としての役割は終わら
せない」という強い意志である。

飯田市もまた、結いの精神や独自の文化を、廃校というキャンバスに
描き直す時期に来ているのではないかと考える。

2026/3/11

ご清聴ありがとうございました

2026/3/11


